
市 議 会 だ よ り 平成24年６月７日発行（５）第197号

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
現

在
、
１
、
７
５
０
余
り
の
自
治

体
の
中
で
、
既
に
６
６
０
強
の

自
治
体
で
は
何
ら
か
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
半
額

又
は
三
分
の
二
の
補
助
を
願
い

た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
肺
炎
に

罹
患
す
る
可
能
性
が
大
幅
に
減

り
、
高
齢
者
が
肺
炎
に
か
か
っ

た
場
合
の
莫
大
な
治
療
費
を
考

え
れ
ば
予
防
接
種
料
金
は
安
い

も
の
で
あ
り
、
予
防
医
学
の
観

点
か
ら
見
れ
ば
絶
対
的
に
必
要

な
措
置
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点

か
ら
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

者
で
あ
る
高
齢
者
の
支
援
を
強

化
し
た
、
予
約
乗
合
交
通
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
昨
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
関
連
に

つ
い
て
は
、
被
災
し
た
石
下
西

中
学
校
や
水
海
道
庁
舎
の
改
築

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
定
、
財
源

確
保
に
つ
い
て
も
対
応
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
復
旧
対

策
は
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
常
総
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

国
政
の
混
乱
や
、
あ
る
い
は
デ

フ
レ
基
調
の
経
済
情
勢
、
そ
し

て
先
の
東
日
本
大
震
災
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
対
応
な
ど
、
大

歴
書
で
確
認
で
き
る
の
か
問
う
。

②
違
約
金
は
、
市
民
の
税
金
か

ら
出
せ
る
の
か
問
う
。

再
々
答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　
①
要
領
に
基
づ
い
て
履
歴
書

で
確
認
し
た
。
②
支
出
に
つ
い

て
は
委
託
事
業
を
開
始
し
て
か

ら
終
了
す
る
ま
で
が
範
囲
内
と

質
問

　
　
落
合
市
長
時
代
、
工
業
団
地

３
箇
所
が
造
成
さ
れ
雇
用
面
が

開
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
人

税
の
面
で
は
潤
っ
て
い
た
。
反

面
、
当
時
は
、
住
宅
団
地
の
開

発
は
し
な
い
と
い
う
方
針
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
落
合
市
長
は
病

院
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

民
間
病
院
を
誘
致
し
た
い
と
い

う
方
針
で
あ
り
、
地
元
医
師
会

の
意
向
も
あ
り
、
現
在
の
病
院

が
建
設
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
神
林
市
長
時
代
に
は
、
学
校
給

食
に
地
元
米
を
使
う
と
い
っ
た
、

県
内
で
も
新
し
い
事
業
を
次
々

に
興
し
た
こ
と
が
、
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
遠
藤
市
長
時
代
に
は
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た

り
、
規
模
を
め
ぐ
る
議
論
が
白

熱
し
た
こ
と
、
石
下
町
と
の
合

併
に
伴
う
市
名
問
題
等
が
あ
っ

た
。

　
　
現
在
の
長
谷
川
市
政
に
な
っ

て
か
ら
は
、
昨
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
と
い
う
、
普
通

は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
。
千
年
に
一
度
の

大
震
災
、
そ
れ
に
伴
う
放
射
能

問
題
、
誰
も
予
測
で
き
な
い
こ

と
で
あ
り
、
公
共
施
設
の
甚
大

な
被
害
、
個
人
で
も
大
変
な
被

害
が
で
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
市
政

に
対
す
る
貢
献
と
発
展
と
反
省

点
、
ま
た
、
震
災
被
害
に
伴
う
、

今
後
の
行
政
運
営
の
進
め
方
と

合
併
特
例
債
の
使
い
方
を
伺
う
。

答
弁
（
市
長
）

　
　
市
政
を
担
っ
て
４
年
、
こ
の

間
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

や
き
ぬ
医
師
会
病
院
小
児
科
常

設
、
市
内
全
域
で
の
公
立
学
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
、
各
種
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
接
種
、
小
中
学

校
耐
震
化
の
推
進
、
市
民
協
働

の
た
め
の
条
例
制
定
、
交
通
弱

歴
代
首
長
の
行
政
運
営
と
今
後
の
市
政
方
針
に
つ
い
て

中
村
　
安
雄 

議
員

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
高
齢
者
へ
の
接
種
に
つ
い
て

中
島
　
亨
一 

議
員

質
問

　
　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
４

番
目
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

免
疫
力
の
低
い
高
齢
者
の
死
亡

率
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
原
因
と
な
る
肺
炎
球
菌
は

９
２
、
３
種
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
３
割
か
ら
４
割
、
ま
た
、
そ

れ
以
外
に
肺
炎
を
起
こ
す
病
原

菌
等
の
中
の
６
割
か
ら
７
割
が

こ
の
、
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ

ン
で
防
げ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
回
接
種
す
る
と
５
年
間
位
、

抗
体
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

料
金
は
高
い
が
、
市
の
助
成
を

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
平
成

24
年
度
で
は
復
興
半
ば
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
行
政
運
営

の
中
で
市
民
の
期
待
に
応
え
、

最
善
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
う
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
の
方
策
に
つ
い

て

接
種
に
対
し
て
、
費
用
助
成
を

ど
う
考
え
る
か
、
執
行
部
の
見

解
を
伺
う
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　
国
県
の
動
向
や
近
隣
市
町
村

の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
接

種
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　
　
当
市
は
、
難
病
見
舞
金
に
対

し
て
県
内
で
一
番
最
後
の
支
出

と
い
っ
た
不
名
誉
な
事
実
が
あ

る
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
に
あ

わ
せ
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い

と
考
え
る
。
か
え
っ
て
、
命
に

か
か
わ
る
事
で
も
あ
り
、
予
防

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
財

政
を
無
理
に
使
う
こ
と
も
な
く

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
早
い
時
期
で
の
予
防
接
種

へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
す
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
防
災
無
線
の
各
戸
配
備
に
つ
い

て
○
教
育
施
設
の
空
調
設
備
の
配
置

に
つ
い
て

い
う
認
識
で
あ
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
木
の
文
化
と
木
造
校
舎
の
復
権

に
つ
い
て

○
少
子
化
対
策
と
し
て
の
不
妊
治

療
へ
の
公
的
助
成
政
策
に
つ
い

て


